戸建て住宅地における敷地境界の構成にかかわる研究及びそれに伴う住宅群の設計提案 by 横江 優太
　本研究は住宅地における敷地境界の構成について研究
および設計提案を行うものである。日本における戸建て
住宅地は主に塀や生け垣、フェンスによって境界が明示
されるが、敷地の狭い都市部においてはこれらの遮蔽物
がデッドスペースを造りだし、劣悪な環境の原因になっ
てしまっている例も見られる。そこで本研究では住宅地
における敷地境界の構成の現状を調査、分析し、住宅地
における敷地境界の構成によって劣悪な環境を生みださ
ない設計手法を明らかにすることを目的とする。
　第一章では、上記のような住宅地における境界部分の
構成とその現状について論じ、本研究の目的を設定した。
　第二章では住宅の境界部分に置かれる塀等の遮蔽物に
ついて、その役割、機能によってその形状や配置が異な
ることを明らかにした。それに伴って材質、形状、配置
の三つの観点から分析を行うこととした。
　第三章では、住宅地における境界を明示する遮蔽物の
材質、形状、配置に関しての考察を行った。材質に関し
ては視線が通るかどうかについて、a「完全遮蔽」、b「半
透過」、c「透過」の３つに分類を行った。形状に関しては
その高さが視線より高いかどうか、また視線より高い場
合その材質が視線を通すかどうかで分類を行い、a「視線
より高い塀」、b「視線より低い塀」、c「材質混合型」、d「視
界に影響しない」の４つに分類を行った。配置に関して
は敷地を四辺としたときのそれぞれの辺の塀等の遮蔽物
の有無で分類を行ない、a「四方囲み配置」、b「三方囲み
配置」、c「一部のみ配置」、d「囲いなし」の４つに分類を行っ
た。
　第四章では、都内の４つの地域の住宅地において敷地
境界の調査を行い、各住宅地において特徴的な境界の構
成パターンを挙げそれぞれについて比較、分析を行った。
４つの住宅地はそれぞれ性格の異なる地域を選出した。4
つの地域は田園調布、谷中、唐木田、あきる野で、それ
ぞれの特徴としては、田園調布は比較的敷地面積にゆと
りのある地域である。谷中は比較的敷地面積にゆとりは
なく、住宅が密集する地域である。唐木田は比較的新し
く開発された住宅地で整然とした敷地割が特徴で、地域
の建築協定により塀等の遮蔽物の設置はフェンスもしく
は生け垣に限定されている。あきる野は比較的敷地面積
にゆとりがあり、敷地に隣接して畑や空き地が見られる
地域である。これらについての調査、分析結果は田園調
布では特徴的なパターンとして四方囲み型の配置が多く
見られプライバシーへの意識が感じられた。谷中では塀
等の遮蔽物の配置が少ない傾向にあり、部分的に塀を配
置するパターンが多く見られたが、塀等の遮蔽物が全く
設置されない配置パターンは全体の 1/5 であった。唐木
田では整然とした敷地割に伴い、塀の配置もパターン化
している場所が見られた。特徴的な配置パターンとして
は敷地内に駐車場を備えた三方囲み配置が多く見られた。
あきる野では特徴的な配置パターンとして敷地内に駐車
場を備えた三方囲み配置と一部のみ配置のパターンが多
く見られた。
　次に調査の結果から各住宅地の敷地境界の構成パター
ンの傾向や、その地域の特性との関連性を分析した。そ
の結果、比較的敷地の広い地域では四方囲み配置や三方
囲み配置が多く、塀等の遮蔽物の設置が多くなる傾向が
あることを明らかにした。また比較的敷地面積にゆとり
のない敷地では一部のみ配置や配置なしの敷地が多くな
る傾向が見られ、塀等の遮蔽物の設置は少なくなるが、
谷中での調査結果のように住宅間の距離が近く密集した
地域でも、その設置数は減少するものの全く塀等の遮蔽
物に面さない配置の敷地は全体の 1/5 程度であり、かな
り狭小な空間にも塀等の遮蔽物が設置されていることか
ら、無理にでも塀等の遮蔽物を設置する意識がうかがえ
る。
　第五章では、四章での調査結果から各地域の特徴的な
敷地境界の構成パターンを抽出し、それぞれの特性から
類型化を行った。これにより敷地境界の構成により変化
する塀等の遮蔽物の特性とその役割について整理した。
　第六章では、前章までの分析結果の有効性を示す試み
として、現状の住宅地における敷地境界の構成に着目し
て適切なデザインを行うことで住宅地の敷地境界が抱え
る課題を解決する提案を行う。提案する敷地は敷地の狭
さなどから敷地境界部分の問題が顕著に現れていた谷中
地区の一区画に対して新築の住宅群を設計するものとす
る。
　第七章では、分析、設計提案についての総括と今後の
展望を示し、今後の敷地境界の構成の設計手法について
提示した。
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は敷地を四辺としたときのそれぞれの辺の塀等の遮蔽物
の有無で分類を行ない、a「四方囲み配置」、b「三方囲み
配置」、c「一部のみ配置」、d「囲いなし」の４つに分類を行っ
た。
　第四章では、都内の４つの地域の住宅地において敷地
境界の調査を行い、各住宅地において特徴的な境界の構
成パターンを挙げそれぞれについて比較、分析を行った。
４つの住宅地はそれぞれ性格の異なる地域を選出した。4
つの地域は田園調布、谷中、唐木田、あきる野で、それ
ぞれの特徴としては、田園調布は比較的敷地面積にゆと
りのある地域である。谷中は比較的敷地面積にゆとりは
なく、住宅が密集する地域である。唐木田は比較的新し
く開発された住宅地で整然とした敷地割が特徴で、地域
の建築協定により塀等の遮蔽物の設置はフェンスもしく
は生け垣に限定されている。あきる野は比較的敷地面積
にゆとりがあり、敷地に隣接して畑や空き地が見られる
地域である。これらについての調査、分析結果は田園調
布では特徴的なパターンとして四方囲み型の配置が多く
見られプライバシーへの意識が感じられた。谷中では塀
等の遮蔽物の配置が少ない傾向にあり、部分的に塀を配
置するパターンが多く見られたが、塀等の遮蔽物が全く
設置されない配置パターンは全体の 1/5 であった。唐木
田では整然とした敷地割に伴い、塀の配置もパターン化
している場所が見られた。特徴的な配置パターンとして
は敷地内に駐車場を備えた三方囲み配置が多く見られた。
あきる野では特徴的な配置パターンとして敷地内に駐車
場を備えた三方囲み配置と一部のみ配置のパターンが多
く見られた。
　次に調査の結果から各住宅地の敷地境界の構成パター
ンの傾向や、その地域の特性との関連性を分析した。そ
の結果、比較的敷地の広い地域では四方囲み配置や三方
囲み配置が多く、塀等の遮蔽物の設置が多くなる傾向が
あることを明らかにした。また比較的敷地面積にゆとり
のない敷地では一部のみ配置や配置なしの敷地が多くな
る傾向が見られ、塀等の遮蔽物の設置は少なくなるが、
谷中での調査結果のように住宅間の距離が近く密集した
地域でも、その設置数は減少するものの全く塀等の遮蔽
物に面さない配置の敷地は全体の 1/5 程度であり、かな
り狭小な空間にも塀等の遮蔽物が設置されていることか
ら、無理にでも塀等の遮蔽物を設置する意識がうかがえ
る。
　第五章では、四章での調査結果から各地域の特徴的な
敷地境界の構成パターンを抽出し、それぞれの特性から
類型化を行った。これにより敷地境界の構成により変化
する塀等の遮蔽物の特性とその役割について整理した。
　第六章では、前章までの分析結果の有効性を示す試み
として、現状の住宅地における敷地境界の構成に着目し
て適切なデザインを行うことで住宅地の敷地境界が抱え
る課題を解決する提案を行う。提案する敷地は敷地の狭
さなどから敷地境界部分の問題が顕著に現れていた谷中
地区の一区画に対して新築の住宅群を設計するものとす
る。
　第七章では、分析、設計提案についての総括と今後の
展望を示し、今後の敷地境界の構成の設計手法について
提示した。
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物に面さない配置の敷地は全体の 1/5 程度であり、かな
り狭小な空間にも塀等の遮蔽物が設置されていることか
ら、無理にでも塀等の遮蔽物を設置する意識がうかがえ
る。
　第五章では、四章での調査結果から各地域の特徴的な
敷地境界の構成パターンを抽出し、それぞれの特性から
類型化を行った。これにより敷地境界の構成により変化
する塀等の遮蔽物の特性とその役割について整理した。
　第六章では、前章までの分析結果の有効性を示す試み
として、現状の住宅地における敷地境界の構成に着目し
て適切なデザインを行うことで住宅地の敷地境界が抱え
る課題を解決する提案を行う。提案する敷地は敷地の狭
さなどから敷地境界部分の問題が顕著に現れていた谷中
地区の一区画に対して新築の住宅群を設計するものとす
る。
　第七章では、分析、設計提案についての総括と今後の
展望を示し、今後の敷地境界の構成の設計手法について
提示した。
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　本研究は住宅地における敷地境界の構成について研究
および設計提案を行うものである。日本における戸建て
住宅地は主に塀や生け垣、フェンスによって境界が明示
されるが、敷地の狭い都市部においてはこれらの遮蔽物
がデッドスペースを造りだし、劣悪な環境の原因になっ
てしまっている例も見られる。そこで本研究では住宅地
における敷地境界の構成の現状を調査、分析し、住宅地
における敷地境界の構成によって劣悪な環境を生みださ
ない設計手法を明らかにすることを目的とする。
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敷地境界部分の
遮蔽物等の構成
研究対象
　本研究は住宅地における敷地境界の構成について研究
および設計提案を行うものである。日本における戸建て
住宅地は主に塀や生け垣、フェンスによって境界が明示
されるが、敷地の狭い都市部においてはこれらの遮蔽物
がデッドスペースを造りだし、劣悪な環境の原因になっ
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における敷地境界の構成によって劣悪な環境を生みださ
ない設計手法を明らかにすることを目的とする。
　第一章では、上記のような住宅地における境界部分の
構成とその現状について論じ、本研究の目的を設定した。
　第二章では住宅の境界部分に置かれる塀等の遮蔽物に
ついて、その役割、機能によってその形状や配置が異な
ることを明らかにした。それに伴って材質、形状、配置
の三つの観点から分析を行うこととした。
　第三章では、住宅地における境界を明示する遮蔽物の
材質、形状、配置に関しての考察を行った。材質に関し
ては視線が通るかどうかについて、a「完全遮蔽」、b「半
透過」、c「透過」の３つに分類を行った。形状に関しては
その高さが視線より高いかどうか、また視線より高い場
合その材質が視線を通すかどうかで分類を行い、a「視線
より高い塀」、b「視線より低い塀」、c「材質混合型」、d「視
界に影響しない」の４つに分類を行った。配置に関して
は敷地を四辺としたときのそれぞれの辺の塀等の遮蔽物
の有無で分類を行ない、a「四方囲み配置」、b「三方囲み
配置」、c「一部のみ配置」、d「囲いなし」の４つに分類を行っ
た。
　第四章では、都内の４つの地域の住宅地において敷地
境界の調査を行い、各住宅地において特徴的な境界の構
成パターンを挙げそれぞれについて比較、分析を行った。
４つの住宅地はそれぞれ性格の異なる地域を選出した。4
つの地域は田園調布、谷中、唐木田、あきる野で、それ
ぞれの特徴としては、田園調布は比較的敷地面積にゆと
りのある地域である。谷中は比較的敷地面積にゆとりは
なく、住宅が密集する地域である。唐木田は比較的新し
く開発された住宅地で整然とした敷地割が特徴で、地域
の建築協定により塀等の遮蔽物の設置はフェンスもしく
は生け垣に限定されている。あきる野は比較的敷地面積
にゆとりがあり、敷地に隣接して畑や空き地が見られる
地域である。これらについての調査、分析結果は田園調
布では特徴的なパターンとして四方囲み型の配置が多く
見られプライバシーへの意識が感じられた。谷中では塀
等の遮蔽物の配置が少ない傾向にあり、部分的に塀を配
置するパターンが多く見られたが、塀等の遮蔽物が全く
設置されない配置パターンは全体の 1/5 であった。唐木
田では整然とした敷地割に伴い、塀の配置もパターン化
している場所が見られた。特徴的な配置パターンとして
は敷地内に駐車場を備えた三方囲み配置が多く見られた。
あきる野では特徴的な配置パターンとして敷地内に駐車
場を備えた三方囲み配置と一部のみ配置のパターンが多
く見られた。
　次に調査の結果から各住宅地の敷地境界の構成パター
ンの傾向や、その地域の特性との関連性を分析した。そ
の結果、比較的敷地の広い地域では四方囲み配置や三方
囲み配置が多く、塀等の遮蔽物の設置が多くなる傾向が
あることを明らかにした。また比較的敷地面積にゆとり
のない敷地では一部のみ配置や配置なしの敷地が多くな
る傾向が見られ、塀等の遮蔽物の設置は少なくなるが、
谷中での調査結果のように住宅間の距離が近く密集した
地域でも、その設置数は減少するものの全く塀等の遮蔽
物に面さない配置の敷地は全体の 1/5 程度であり、かな
り狭小な空間にも塀等の遮蔽物が設置されていることか
ら、無理にでも塀等の遮蔽物を設置する意識がうかがえ
る。
　第五章では、四章での調査結果から各地域の特徴的な
敷地境界の構成パターンを抽出し、それぞれの特性から
類型化を行った。これにより敷地境界の構成により変化
する塀等の遮蔽物の特性とその役割について整理した。
　第六章では、前章までの分析結果の有効性を示す試み
として、現状の住宅地における敷地境界の構成に着目し
て適切なデザインを行うことで住宅地の敷地境界が抱え
る課題を解決する提案を行う。提案する敷地は敷地の狭
さなどから敷地境界部分の問題が顕著に現れていた谷中
地区の一区画に対して新築の住宅群を設計するものとす
る。
　第七章では、分析、設計提案についての総括と今後の
展望を示し、今後の敷地境界の構成の設計手法について
提示した。
戸建て住宅地における敷地境界の構成にかかわる研究及びそれに伴う住宅群の設計提案
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　第五章では、四章での調査結果から各地域の特徴的な
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する塀等の遮蔽物の特性とその役割について整理した。
　第六章では、前章までの分析結果の有効性を示す試み
として、現状の住宅地における敷地境界の構成に着目し
て適切なデザインを行うことで住宅地の敷地境界が抱え
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　住宅の境界部分に置かれる遮蔽物はその形態や配置に
よって役割、機能が異なる。例えばコンクリートブロッ
クとは違い柵状の視線が通るフェンスには目隠しの役割
はない。また敷地の四方を囲む遮蔽物は敷地内への侵入
を防ぐ役割があるが一部開放されている構成になればそ
の役割はなくなる。このように境界部分の構成により変
化する役割について、材質・形状・配置の三つの観点か
ら分析を行う。
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１０
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第３章　敷地境界の構成に関する分類
１１
第３章　敷地境界の構成に関する分類
　住宅地の敷地境界において塀等の遮蔽物もしくは生け
垣などが果たす役割について材質・形状・配置の３つの
観点から分類し分析を行う。
材質 形状 配置
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第３章　敷地境界の構成に関する分類
１２
３−１　材質
　遮蔽物が視線を通す材質かどうかで以下のように分類
を行った。
a.完全遮蔽
　コンクリートブロック等の完全に視界を遮る遮蔽物。
b.透過
　視線を遮らないフェンスや柵などの遮蔽物。
c.半透過
　ルーバー状のフェンスや生け垣などある程度視線が通
る遮蔽物。
c.半透過 c.半透過
a.完全遮蔽 b.透過
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３−２　形状
　遮蔽物が視線を通す高さかどうかで分類を行った。
a.視点より高い遮蔽物
　視点より高く、視線を遮る遮蔽物、内側はプライベー
トな空間となる。
b.視点より低い遮蔽物
　視点より低く、足元部分は隠されるが内部を伺うこと
ができる遮蔽物。
c.材質混合型
　ある高さから遮蔽物の材質が切り替わる遮蔽物。足元
がコンクリートブロックで上部がアルミなどのものがあ
り、今回は足元部分が完全遮蔽、上部が透過もしくは半
透過なものとする。
d.視界に影響しない
　フェンスや柵などの透過な材質で全く視界に影響しな
い塀。
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１３
a.視点より高い遮蔽物 b.視点より低い遮蔽物
c.材質混合型 d.視界に影響しない
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３−３ 配置
　敷地形状を四辺の単純な四角形としたとき、それぞれ
の辺における遮蔽物の有無によって分類を行った。
a.四方囲み配置
　敷地全体が遮蔽物で囲われている構成。門や柵を開放
しなければ内部に侵入することができず防犯の役割があ
る。
b.三方囲み配置
　四辺のうち一辺塀が無い箇所があるパターン。敷地内
に駐車場があり、接道部分が開放されている構成などが
見られる。開放されているので防犯効果は薄く。目隠
し、敷地境界の明示の役割となる。
c.一部のみ配置
　四辺のうち遮蔽物の配置が二辺以下である構成。遮蔽
物の形状によっては目隠し効果も薄く、一部の敷地境界
の明示の役割にとどまる。
d.囲い無し
　敷地の境界部分に何も置かれていない構成。
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１４
a.四方囲み配置 b.三方囲み配置
c.一部のみ配置 d.囲い無し
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04第４章　都内の住宅地における調査と分析
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第４章　都内の住宅地における調査と分析
１６
遮蔽物の視線の抜け
配置
四方囲み
配置
視線が通る 視線が通らない
三方囲み
配置
一部のみ
配置
遮蔽物
なし
　都内の４つの地域の住宅地において敷地境界の調査を
行い、調査は各敷地における遮蔽物の配置パターンと
個々の遮蔽物が視線を通すかどうかについて実態調査を
行い、それぞれの統計と各住宅地の街区サンプルをアイ
ソメ図にして描き出した。遮蔽物の配置の調査は道路側
からの目視である程度観察可能であり、敷地の４辺の構
成を予測可能な住宅を調査対象としている。
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１７
　４つの住宅地はそれぞれ性格の異なる地域を選出し
た。４つの地域は田園調布、谷中、唐木田、あきる野
で、それぞれの特徴としては、田園調布は比較的敷地面
積にゆとりのある地域である。谷中は比較的敷地面積に
ゆとりはなく、住宅が密集する地域である。唐木田は比
較的新しく開発された住宅地で整然とした敷地割が特徴
で、地域の建築協定により塀等の遮蔽物の設置はフェン
スもしくは生け垣に限定されている。あきる野は比較的
敷地面積にゆとりがあり、敷地に隣接して畑や空き地が
見られる地域である。
20 m1/1000
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１８
遮蔽物の視線の抜け
配置
四方囲み
配置
視線が通る 視線が通らない
三方囲み
配置
一部のみ
配置 塀なし サンプル数
サンプル数
14 10 3107
32 40 72
4-1　各地域における敷地境界の構成の調査結果
4-1-1田園調布
　４つの地域のうち遮蔽物の配置が最も多い地域。敷地が
遮蔽物で囲われている住宅が多く、プライバシーの意識
が感じられる。　
20 m1/1000
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１９
田園調布の敷地境界の構成サンプル１
対象敷地 S=1/1000
視線の抜ける
遮蔽物
視線の抜けない
遮蔽物
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視線の抜ける
遮蔽物
視線の抜けない
遮蔽物
２０
田園調布の敷地境界の構成サンプル 2
対象敷地 S=1/1000
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２１
分析結果
　特徴的なパターンとして四方囲み型の配置が多く見ら
れる。また、アイソメ図をみると一部閉鎖された外部空
間を造り出す遮蔽物の配置も比較的多いことが分かる。
特徴的な構成パターン
四方囲み配置
視点より高い遮蔽物
四方囲み配置
視線を遮らない遮蔽物
一部のみ配置
（閉鎖された空間がある）
視点より高い遮蔽物
一部のみ配置
（閉鎖された空間がある）
視線を遮らない遮蔽物
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２２
　4-1-2谷中
　遮蔽物が少ない傾向にある。敷地面積にゆとりがない
ため建築と遮蔽物の距離が近い傾向があり、劣悪な環境
の原因となっている例も見られる。
2 5 30617
19 16 36
視線
配置
四方囲み
配置
視線が通る 視線が通らない
三方囲み
配置
一部のみ
配置 塀なし サンプル数
サンプル数
20 m1/1000
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視線の抜ける
遮蔽物
視線の抜けない
遮蔽物
２３
谷中の敷地境界の構成サンプル 1
対象敷地 S=1/1000
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視線の抜ける
遮蔽物
視線の抜けない
遮蔽物
２４
谷中の敷地境界の構成サンプル２
対象敷地 S=1/1000
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特徴的な構成パターン
２５
分析結果
　
　部分的に遮蔽物を配置する構成が多く見られた。また
アイソメ図を見ると敷地の一部を進入不可とし、閉鎖さ
れた外部空間をつくる構成も多いことがわかる。
一部のみ配置
（閉鎖された空間がある）
視点より高い遮蔽物
一部のみ配置
視点より低い遮蔽物 配置なし
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20 m1/1000
２６
4-1-3　唐木田
　四方囲み配置が少なく、一部開放された構成が多い。
また地域の建築協定により遮蔽物の材質がフェンスもし
くは生け垣に制限されており、視界を遮る遮蔽物は皆無
であった。
2 14 2509
64 0 64
視線
配置
四方囲み
配置
視線が通る 視線が通らない
三方囲み
配置
一部のみ
配置 塀なし サンプル数
サンプル数
20 m1/1000
戸建て住宅地における敷地境界の構成にかかわる研究及びそれに伴う住宅群の設計提案 第４章　都内の住宅地における調査と分析
対象敷地 S=1/1000
唐木田の敷地境界の構成サンプル 1
視線の抜ける
遮蔽物
視線の抜けない
遮蔽物
２７
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対象敷地 S=1/1000
視線の抜ける
遮蔽物
視線の抜けない
遮蔽物
２８
唐木田の敷地境界の構成サンプル２
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特徴的な構成パターン
分析結果
　
　駐車場の接道部分のみ開放した三方囲み配置型が多く
見られた。また、アイソメ図から同じような構成が連続
するパターンが多いことがわかる。
三方囲み配置
（駐車場を隣家と連続させるパターン）
視線を遮らない遮蔽物
三方囲み配置
視線を遮らない遮蔽物
２９
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３０
4-1-4　あきる野
　比較的遮蔽物の配置は少ない傾向にある。畑に面して
いる敷地などでは遮蔽物のない構成も見られた。
9 13 34210
31 29 71
視線
配置
四方囲み
配置
視線が通る 視線が通らない
三方囲み
配置
一部のみ
配置 塀なし サンプル数
サンプル数
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視線の抜ける
遮蔽物
視線の抜けない
遮蔽物
対象敷地 S=1/1000
あきる野の敷地境界の構成サンプル２
３１
畑
畑
駐車場
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視線の抜ける
遮蔽物
視線の抜けない
遮蔽物
対象敷地 S=1/1000
あきる野の敷地境界の構成サンプル２
３２
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分析結果 
　
　特徴的な配置パターンとして敷地内に駐車場を備えた
三方囲み配置が多く見られた。
特徴的な構成パターン
３３
戸建て住宅地における敷地境界の構成にかかわる研究及びそれに伴う住宅群の設計提案
三方囲み配置
視線を遮らない遮蔽物
四方囲み配置
視点より遮る遮蔽物
第４章　都内の住宅地における調査と分析
第４章　都内の住宅地における調査と分析
３４
4-2　地域ごとの特徴の比較と分析
４つの地域の敷地境界の構成パターンの調査結果をまと
めると以下のようになる。
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田園調布
配置
視線
谷中
唐木田
あきる野
田園調布
谷中
唐木田
あきる野
四方
囲み型
三方
囲み型
視線が
通る塀
視線が
通らない塀
一部
のみ42% 30%
44% 56%
21%
57%17%7% 20%
48%52%
44% 100%
8% 56% 36%
49%51%
26% 38% 6%29%
囲い
なし
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配置の統計からは比較的敷地面積の広い地域の方が遮蔽
物の設置数が多い傾向があることが分かった。田園調布
では半数に近い敷地で四方囲み型が採用され、プライバ
シーの意識が感じられる。谷中のような敷地面積にゆと
りがなく比較的遮蔽物の設置が少ない地域においても、
敷地境界に全く遮蔽物のない構成は全体の20％であり、
無理にでも遮蔽物を設置する意識がうかがえる。このよ
うな狭小な敷地では四方が囲まれた構成は少なく、遮蔽
物の役割が侵入を防ぐためでなく、目隠しや敷地境界の
明示といった役割にとどまっていることが分った。個別
の遮蔽物の視線の抜けに関する調査は建築協定により塀
の材質に制限のかかっている唐木田以外の地域でほぼ
半々であり、地域的な傾向は見られなかった。また、地
域個別の特徴として谷中では極端に塀等の遮蔽物と建築
物との距離が近い構成が見られた。唐木田では整然とし
た敷地割に伴ったパターン化された（駐車場を隣家と隣
り合わせに設置してその接道部分を開放する）敷地境界
の構成がみられた。
05第 5章　考察
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第５章　考察
第５章　考察
5-1 敷地境界の構成パターンの類型化と分析
　前章の分析から各地域で多く見られた各地域の特徴を
表す構成パターンを抽出した。これらをそれぞれの性質
によって類型化する。まず、構成パターンは敷地内部に
侵入することができない閉鎖型とそれ以外の開放型の２
つに別れる。そこからさらに閉鎖型はⅰ「視覚的にも閉
鎖」とⅱ「視覚的には閉鎖されない」に別れる。開放型
に関しては「半開放型」と「完全開放型」に分かれ半開
放型についてはⅲ「一部閉鎖」とⅳ「物理的には閉鎖さ
れない」に別れる。「完全開放型」はⅴ「一部配置」と
ⅵ「全く遮蔽物がない」に分かれた。
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閉鎖型
ⅰ視覚的にも閉鎖
ⅱ視覚的には閉鎖されない
ⅲ一部閉鎖
ⅴ一部配置
ⅵ全く遮蔽物がない
ⅳ物理的に閉鎖されない
半開放型
開放型
完全開放型
閉鎖型
ⅰ視覚的にも閉鎖
ⅱ視覚的には閉鎖されない
第５章　考察
閉鎖型
比較的敷地の広い地域で見られ、視覚的に閉鎖されてい
るものとそうでないものに分かれた。敷地全体を囲い外
部からの侵入ができない構成。
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ⅲ一部閉鎖
ⅳ物理的に閉鎖されない
半開放型
半開放型
敷地が一部開放されるパターンの配置では一部閉鎖され
ているものと全く閉鎖されていないものの２つに分かれ
た。敷地にそこまでゆとりがない土地で目隠しや防犯性
能を確保し、プライベートな外部空間を造り出す。
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ⅴ一部配置
ⅵ全く遮蔽物がない
完全開放型
完全開放型
比較的敷地が狭い土地で見られる。一部あるものに関し
てはプライバシーや視線の遮りといった役割はなく敷地
境界を明示する役割のみとなる。
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5-2 各構成パターンの役割
　3-3 での配置のみに着目した分類分けは 5-1 での分析を
踏まえるとさらに整理できる。ここではⅵ「全く遮蔽物が
ない」を除いた５つのパターンをそれぞれの配置パター
ンに分類した。ⅰ「視覚的にも閉鎖」とⅱ「視覚的には閉鎖
されていない」は四方囲み配置に分類され、ⅲ「一部閉鎖」
とⅳ「物理的には閉鎖されない」は三方囲み配置、ⅲ「一部
閉鎖」とⅴ「一部配置」が一部のみ配置に分類される。ⅲ「一
部閉鎖」に関しては三方囲み配置に属するパターンと一
部のみ配置に属するものに分かれる。
第５章　考察
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ⅰ
ⅱ
ⅲ ⅲ
ⅴⅳ
四方囲み配置 三方囲み配置 一部のみ配置
　これらをそれぞれの配置型の持つ役割と照らし合わせ
ることで、5-1 で抽出した６つの構成パターンそれぞれの
役割を明らかにした。役割は目隠し効果、防犯効果（敷
地内に侵入できるか、もしくは侵入できない箇所がある
かどうか）、境界明示効果３つについて検証した。閉鎖型
のⅰ「視覚的にも閉鎖」は目隠し、防犯、境界明示、全て
の機能を有する最も閉鎖的な型であり、ⅱ「視覚的には閉
鎖されない」は目隠し機能がない。半開放型については
一部閉鎖空間があるかどうかで防犯効果があるかどうか
が変わる。完全開放型についてはⅴ「一部配置」に境界明
示の役割があるのみである。このように前章の調査で抽
出した構成パターンにはそれぞれ違った役割があり、各
地域、もしくは敷地個別の条件によって使い分けられて
いることがわかった。
第５章　考察
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ⅰ視覚的にも閉鎖
ⅱ視覚的には閉鎖されない
ⅲ一部閉鎖
ⅴ一部配置
ⅵ全く遮蔽物がない
ⅳ物理的に閉鎖されない
目隠し 境界明示防犯
完全開放型
半開放型
閉鎖型
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20 m1/1000
第６章　設計提案
計画概要
　設計提案では敷地の狭さなどから敷地境界部分の問題
が顕著に現れていた谷中地区の一区画に対して既存の敷
地境界線を踏襲した、新築の住宅群を設計するものとす
る。前章までの分析から敷地境界の構成パターンにはそ
れぞれ役割があり、地域や敷地の性格によって使われ方
が違うことが分かった。そこで本提案ではその構成パタ
ーンから、さらに個々の敷地境界の条件に必要な役割を
持つデザインに分岐させていくことで谷中の敷地境界に
おけるデッドスペースや採光不良などの劣悪な環境を改
善する。これらのデザインは建築と一体となることで外
部のわずかな空間を建築内部まで取り込むことで使うこ
とのできない狭小空間を減らし、外部を感じられる内部
空間を造り出す。
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設計対象敷地 S=1/1000
コンセプト
前章までの調査で敷地境界の構成には役割があり、敷地
の特徴や地域によって使い分けられていることがわかっ
た。しかし、谷中の住宅地においては敷地面積の狭さ
や、隣家との距離の近さによってデッドスペースや採光
不良の箇所がうまれてしまっている。つまり現状の敷地
境界の構成の役割がうまく機能していないことになる。
そこで本提案では、それぞれの境界部分に必要な役割に
応じて、さらに局所的に敷地境界の構成を派生させてい
くことによって境界部分の劣悪な環境を改善する。また
これらの派生は谷中での特徴的な構成パターンである
「ⅴ一部塀がある」と「ⅲ一部閉鎖」から派生する。
　
ⅲ一部閉鎖
ⅴ一部塀がある A A’
A”
D
B’B
C C’ C”
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谷中における
代表的な境界構成
各境界部分の構成は遮蔽物が建築に貫入したり、一体と
なることで狭小なスペース取り込み、デッドスペースを
減らすと同時に採光やプライベートなスペースを確保す
る。
アイソメ図
敷地境界の構成のアイソメ図
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平面計画
　
1F 平面図 1/100
aa’
b’
b
N
平面計画
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配置図 1/200
敷地境界線
2F 平面図 1/200
断面計画
　遮蔽物が建築に貫入したり一体化することによって限
られた境界部分のスペースを有効に活用する。また一部
の住戸を敷地ごと掘り下げる事によって境界を明示し、
視線のズレを生み出す。
４９
戸建て住宅地における敷地境界の構成にかかわる研究及びそれに伴う住宅群の設計提案 第６章　設計提案
aa’ 断面図 1/200
bb’ 断面図 1/200
A’遮蔽物の拡張:家具との一体化（机）
　塀を延長し建築内部まで貫入させ、家具と一体とな
る。敷地境界と建築とのわずかな空間を家具のスケール
で活用することでデッドスペースを無くす。
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A”遮蔽物の拡張:家具との一体化（座面）
遮蔽物を延長し建築内部まで貫入させ建築内部にその領
域を延長することで縁側のような場を作り出し、敷地境
界と建築の間のわずかな空間を活用する。
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D 遮蔽物の拡張:植栽
遮蔽物を延長し、その上に植栽を備えることで、植栽を
伴った敷地境界を作り出し、目隠しの役割を持たせる。
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B 敷地の掘り込み
敷地全体を掘り込んで高低差を作り出すことで、敷地境
界を明示するとともに目線の高さを変え、プライベート
な空間を作り出す
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B’敷地の掘り込みと遮蔽物の延長
　敷地全体の掘り込みに加え遮蔽物の延長を併用するこ
とでより敷地境界をより明確にし、互いにプライベート
な空間を造り出す。
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C 半屋内化
　プライベートな屋外空間をつくる敷地境界の構成が谷
中では多く見られたが、敷地が狭くうまく機能している
とはいえない。そこでその空間を担保する半屋外空間を
建築内部に取り入れることで屋外空間の代わりとし、ま
た採光を確保する。
５５
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C’テラス
　
　拡張した遮蔽物をテラスとして活用する。
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C’’ 開口
　遮蔽物に開口を開けることで採光を確保する。
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第７章　結
　敷地境界の構成の実態を調査、分析することで現状の
性質や課題を整理し、設計提案ではそれぞれの条件に見
合った役割を持たせることでデッドスペースなどの劣悪
な環境を改善することができた。特に谷中などで見られ
る狭小敷地での境界のあり方について建築と一体となる
ことで有効な空間となりえる可能性を示した。
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第七章　結
第一章　背景と目的
　本研究は住宅地における敷地境界の構成について研究および設計提
案を行うものである。（図１）日本における戸建て住宅地は主に塀や
生け垣、フェンスによって境界が明示されるが、敷地の狭い都市部に
おいてはこれらの遮蔽物がデッドスペースを造りだし、劣悪な環境の
原因になってしまっている例も見られる。（図２）そこで本研究では
住宅地における敷地境界の構成の現状を調査、分析し、敷地境界の構
成に適切なデザイン施すことよって劣悪な環境を改善する設計手法を
明らかにすることを目的とする。
第二章　住宅地の敷地境界
　住宅の境界部分に置かれる遮蔽物はその形態や配置によって役割、
機能が異なる。例えばコンクリートブロックとは違い柵状の視線が通
るフェンスには目隠しの役割はない。また敷地の四方を囲む遮蔽物は
敷地内への侵入を防ぐ役割があるが一部開放されている構成になれば
その役割はなくなる。このように境界部分の構成により変化する役割
について、材質・形状・配置の三つの観点から分析を行うこととし
た。
第三章　敷地境界の構成に関する分類
　住宅地の敷地境界において塀等の遮蔽物もしくは生け垣などが果た
す役割について材質・形状・配置の３つの観点から分類し分析を行
う。
3-1　材質
　遮蔽物が視線を通す材質かどうかで分類を行う。（図３）
a.完全遮蔽
　コンクリートブロック等の完全に視界を遮る遮蔽物。
b.透過
　視線を遮らないフェンスや柵などの遮蔽物。
c.半透過
　ルーバー状のフェンスや生け垣などある程度視線が通る遮蔽物。
3-2　形態
　遮蔽物が視線を通す高さかどうかで分類を行う。（図４）
a.視点より高い遮蔽物
　視点より高く、視線を遮る遮蔽物、内側はプライベートな空間とな
る。
b.視点より低い遮蔽物
　視点より低く、足元部分は隠されるが内部を伺うことができる遮蔽
物。
c.材質混合型
　ある高さから遮蔽物の材質が切り替わる遮蔽物。足元がコンクリー
トブロックで上部がアルミなどのものがあり、今回は足元部分が完全
遮蔽、上部が透過もしくは半透過なものとする。
図１　研究対象
図３　遮蔽物の材質の分類　
敷地境界部分の
遮蔽物等の構成
図２　劣悪な環境を生み出している敷地境界
c.半透過 c.半透過
a.完全遮蔽 b.透過
d.視界に影響しない
　フェンスや柵などの透過な材質でほとんど視界に影響しない塀。
3-3 配置
　敷地形状を四辺の単純な四角形としたとき、それぞれの辺における
遮蔽物の有無によって分類を行う。（図５）
a.四方囲み配置
　敷地全体が遮蔽物で囲われている配置。門や柵を開放しなければ内
部に侵入することができず防犯の役割をはたす。
b.三方囲み配置
　四辺のうち一辺塀が無い箇所がある配置。敷地内に駐車場があり、
接道部分が開放されている構成などが見られる。開放されているので
防犯効果は弱い。目隠し、敷地境界の明示の役割をもつ。
c.一部のみ配置
　四辺のうち遮蔽物の配置が二辺以下である構成。遮蔽物の形状によ
っては目隠し効果も薄く、一部の敷地境界の明示の役割にとどまる。
d.囲い無し
　敷地の境界部分に何も置かれていない構成。
第四章　都内の住宅地における調査と分析
　都内の４つの地域の住宅地において敷地境界の調査を行った。調査
は各敷地における遮蔽物の配置パターン、個々の遮蔽物が視線を通す
かどうかについて実態調査を行いそれぞれの統計を出した。（図６）
また、各住宅地の一部の敷地境界の構成をアイソメ図にして描き出し
た。（図７）遮蔽物の配置の調査は道路側からの目視である程度観察
可能であり、敷地の４辺の構成を予測可能な場所を調査対象としてい
る。対象とした４つの住宅地はそれぞれ性格の異なる地域を選出し
た。４つの地域は田園調布、谷中、唐木田、あきる野で、それぞれの
特徴としては、田園調布は比較的敷地面積にゆとりのある地域であ
る。谷中は比較的敷地面積にゆとりはなく、住宅が密集する地域であ
る。唐木田は比較的新しく開発された住宅地で整然とした敷地割が特
徴で、地域の建築協定により塀等の遮蔽物の設置はフェンスもしくは
生け垣に限定されている。あきる野は比較的敷地面積にゆとりがあ
り、敷地に隣接して畑や空き地が見られる地域である。
4-1　各地域における敷地境界の構成の調査結果
4-1-1田園調布
　遮蔽物の配置が最も多い地域。特徴的なパターンとして四方囲み型
の配置が多く見られる。プライバシーの意識が感じられる。
4-1-2谷中
　塀そのものが少ない傾向にある。部分的に塀を配置するパターンが
多く見られた。敷地面積にゆとりがないため建築と遮蔽物の距離が近
い傾向があり、劣悪な環境の原因となっている例も見られる。
4-1-3唐木田
　敷地割が整然としており、塀の配置もパターン化している場所が見
られた。配置としては駐車場の接道部分のみ開放した三方囲み配置型
が多く見られた。また地域の建築協定により遮蔽物の材質がフェンス
もしくは生け垣に制限されており、視界を遮る遮蔽物は皆無であっ
た。
4-1-4あきる野
　特徴的な配置パターンとして敷地内に駐車場を備えた三方囲み配置
が多く見られた。
a.四方囲み配置 b.三方囲み配置
c.一部のみ配置 d.囲い無し
a.視点より高い塀 b.視点より低い塀
c.材質混合型 d.視界に影響しない
図６　各地域における敷地境界の構成の調査結果
図５　配置の分類
図４　形状の分類
田園調布
配置
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4-2　地域ごとの特徴の比較と分析
　4-1の調査結果から各地域の分析を行った。配置の統計からは比較
的敷地面積の広い地域の方が遮蔽物の設置数が多い傾向があることが
分かった。田園調布では半数に近い敷地で四方囲み型が採用され、プ
ライバシーの意識が感じられる。谷中のような敷地面積にゆとりがな
く比較的遮蔽物の設置が少ない地域においても、敷地境界に全く遮蔽
物のない構成は全体の20％であり、無理にでも遮蔽物を設置する意識
がうかがえる。このような狭小な敷地では四方が囲まれた構成は少な
く、遮蔽物の役割が侵入を防ぐためでなく、目隠しや敷地境界の明示
といった役割にとどまっていることが分った。個別の遮蔽物の視線の
抜けに関する調査は建築協定により塀の材質に制限のかかっている唐
木田以外の地域でほぼ半々であり、地域的な傾向は見られなかった。
また、地域個別の特徴として谷中では極端に塀等の遮蔽物と建築物と
の距離が近い構成が見られた。唐木田では整然とした敷地割に伴った
パターン化された（駐車場を隣家と隣り合わせに設置してその接道部
分を開放する）敷地境界の構成がみられた。
第五章　考察
5-1 敷地境界の構成パターンの類型化と分析
　前章の分析から各地域で多く見られた各地域の特徴を表す構成パタ
ーンを抽出した。（図８）これらをそれぞれの性質によって類型化す
る。（図９）まず、構成パターンは敷地内部に侵入することができな
い閉鎖型とそれ以外の開放型の２つに別れる。そこからさらに閉鎖型
はⅰ「視覚的にも閉鎖」とⅱ「視覚的には閉鎖されない」に別れる。
開放型に関しては「半開放型」と「完全開放型」に分かれ半開放型に
ついてはⅲ「一部閉鎖」とⅳ「物理的には閉鎖されない」に別れる。
「完全開放型」はⅴ「一部配置」とⅵ「全く遮蔽物がない」に分かれ
た。
5-2 各構成パターンの役割
　3-3での配置のみに着目した分類分けは5-1での分析を踏まえるとさ
らに整理できる。（図１０）ここではⅵ「全く遮蔽物がない」を除い
た５つのパターンをそれぞれの配置パターンに分類した。ⅰ「視覚的
にも閉鎖」とⅱ「視覚的には閉鎖されていない」は四方囲み配置に分
類され、ⅲ「一部閉鎖」とⅳ「物理的には閉鎖されない」は三方囲み
配置、ⅲ「一部閉鎖」とⅴ「一部配置」が一部のみ配置に分類され
る。ⅲ「一部閉鎖」に関しては三方囲み配置に属するパターンと一部
のみ配置に属するものに分かれる。また、これらをそれぞれの配置型
の持つ役割と照らし合わせることで、5-1で抽出した６つの構成パタ
ーンそれぞれの役割を明らかにした。役割は目隠し効果、防犯効果
（敷地内に侵入できるか、もしくは侵入できない箇所があるかどう
か）、境界明示効果３つについて検証した。（図１１）閉鎖型のⅰ
「視覚的にも閉鎖」は目隠し、防犯、境界明示、全ての機能を有する
最も閉鎖的な型であり、ⅱ「視覚的には閉鎖されない」は目隠し機能
がない。半開放型については一部閉鎖空間があるかどうかで防犯効果
があるかどうかが変わる。完全開放型についてはⅴ「一部配置」に境
界明示の役割があるのみである。このように前章の調査で抽出した構
成パターンにはそれぞれ違った役割があり、各地域、もしくは敷地個
別の条件によって使い分けられていることがわかった。
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図 7　各地域における敷地境界の構成サンプル
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図９　構成パターンの分類
図８　各地域の代表的な遮蔽物の構成パターン
図１１　構成パターンと役割の関係図１０　遮蔽物の配置と構成パターンの関係
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第六章　設計提案
　設計提案では敷地の狭さなどから敷地境界部分の問題が顕著に現れ
ていた谷中地区の一区画に対して新築の住宅群を設計するものとす
る。（図１２）前章までの分析から敷地境界の構成パターンにはそれ
ぞれ役割があり、地域や敷地の性格によって使われ方が違うことが分
かった。そこで本提案ではその構成パターンから、さらに個々の敷地
境界の条件に必要な役割を持つデザインに分岐させていくことで谷中
の敷地境界におけるデッドスペースや採光不良などの劣悪な環境を改
善する。（図１３）これらのデザインは建築と一体となることで外部
のわずかな空間を建築内部まで取り込むことで使うことのできない狭
小空間を減らし、外部を感じられる内部空間を造り出す。
第七章　結
敷地境界の構成を見直し、それぞれの条件に見合った役割を持たせる
ことでデッドスペースなどの劣悪な環境を改善することができた。特
に谷中などで見られる狭小敷地での境界のあり方について建築と一体
となることで有効な空間となりえる可能性を示した。
図１３　コンセプト：敷地境界の細かい条件に合わせて変化する遮蔽物の操作
敷地境界部分のパース
図１２　設計敷地 S=1/500
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